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教員による学部学科説明会 
 7 月 16日（木）の１年生の総

合的な探究の時間に、毎年行われ

る教員による「学部学科説明会」

が行われました。生徒は、興味あ

る学部を２つ選択し、前半と後半

に分かれて説明を聞きました。こ

れまで、学年全体で大まかに文理

の選択や学部学科の説明を聞いて

きましたが、今回は、学年の先生

から１つの分野に特化し、細かく熱のこもった説明を聞くことで、ま

すます興味を持ったり、再度自分の進路について考えるきっかけとな

ったようです。聞いている生徒の真剣な眼差しも素敵でした。開講さ

れた分野は、教育学（教員養成、幼児）・文学・外国語・国際関係

学・法政治学・心理学・経済経営・工学・理学・農学・看護学・生活

科学・医療・スポーツと多岐にわたりました。 

～生徒の感想より～ 

 看護学部へ進むと看護師の他にも養護教諭・助産師・保健師の資格

も取得可能で、そういった道もあると分かった。また、進学先も大学

と専門学校の選択があるので慎重に決めるようにしたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 
理学（数学）の説明の中では「自然数と整数の個数はどちらが多いと思うか」と大学で学
ぶ数学の奥深さを感じさせる質問に生徒は興味を示していました。（正解：個数は同じ） 

 

被災地にタオルを 
 7 月 15日（水）16日（木）の朝、玄関で7月上旬に起きた豪雨

で被害を受けた地域へ寄付するためのタオルを募りました。警報によ

る休校が続いたため、集める日がずれ込んでしまいましたが、多くの

生徒やご家庭から温かい気持ちと共にたくさんのタオルを寄付してい

ただきました。ありがとうございました。合計245枚のタオルが集

まり、中津川市市民防災会議の本校ＯＢ小池さんにお渡しして熊本県

へ届けていただきました。近年、自然災害が多くなってきました。日

頃から災害への備えと助け合いの気持ちをもって生活していきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年Ｂ組加藤侑月さんの書いたメッセージがタオルに添えられました。 

MS ﾘｰﾀﾞｰｽﾞの活動始まる 
 7 月 1７日（金）の朝、本校の生活委員で構成されるMSリーダー

ズのメンバーが、中津川駅前と中津高校へ向かう茶屋坂の２か所であ

いさつ運動を実施しました。MSリーダーズとは、岐阜県の高校生が

組織する規範意識啓発推進委員会で、地域清掃や交通安全の呼びか

け、非行防止の活動などを行う集団のことです。今回は、中津商業高

校の生徒と一緒に活動し、交通安全の呼びかけをしながら「おはよう

ございます」と元気にあいさつをしました。本校は、昔からMSリー

ダーズの活動に積極的

に参加しています。今

年度は、コロナ禍で活

動の幅が制限されるか

もしれませんが、やれ

ることを積極的に考え

て実行に移していきた

いと思います。 

おそろいのウエアでのぼりを持って活動してます！ 

 

進路について考えよう 
３年生向け専門学校説明会を開催 
中津高校では、様々な進路希望を

もった生徒のニーズに応えるため、

7月 20日（月）放課後、下呂看護

専門学校、中日本航空専門学校を始

め９校の専門学校に参加いただいて

説明会を実施し、1９名の生徒が参

加しました。前半は専門学校の全般

説明を行い、後半は希望する専門学

校のブースで説明を聞きました。新たに知ったことも多々あり、有意

義な時間となったようです。専門学校に限らず、上級学校へ進めば大

切な時間とお金を費やします。それに見合ったものが得られるよう悔

いの残らない準備と選択をして欲しいと思います。 

 

教育未来塾開催 
７月２２日（水）放課後、地元活性化探究プロジェクトの一環とし

て「教育未来塾」を行いました。現在教員を目指している生徒や教育

に興味のある生徒を対象に、東濃地区の教育を良く知ってもらい、将

来の東濃地区の教育を担ってもらいたいと企画しました。今回は、中

津高校OBで坂本小学校と第一中学校に勤務されている先生お二人を

お呼びして、教員の仕事のやりがいから福利厚生まで様々な角度から

話をしていただきました。参加した生徒にとって、今までたくさん接

してきた教

員の仕事

は、分かっ

ていたよう

で知らない

ことも多々

あったよう

です。    １９名参加し、終わった後も個別で熱心に話を聞く姿がありました！ 

中津高だより 


